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新年明け審して
おめてこうごぜい春す J

治安維持法犠牲者国家賠償要求同盟

京都府本部会長 原田 完

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
こ
ざ
い
ま
す
。
２
０
２
２
年

の
幕
が
開
け
ま
し
た
が
新
型
コ
ロ
ナ
下
の
２
度
目
の
新
年
も
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
感
染
拡
大
へ
の
警
戒
が
求
め
ら
れ
緊
張
が
続
い

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
に
直
撃
さ
れ
困
窮
す
る
人
の
増
加
も
深
刻

で
、
各
地
で
相
談

ｏ
支
援
活
動
が
取
り
組
ま
れ
る
越
年
に
な
り

ま
し
た
。

２
年
に
お
よ
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
は
日
本
の
経
済
や
私
た
ち
の
暮
ら

し
と
命
の
危
険
が
抱
え
る
多
く
の
矛
盾
と
政
府
の
無
策
ぶ
り
を

浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
無
為
無
策
で
批
判
を
招
い
た
菅
義
偉
政
権
に
代
わ

り
岸
田
文
雄
政
権
が
発
足
し
た
も
の
の
、
事
態
打
開
の
道
筋
は

示
せ
ず
、
山
積
す
る
内
外
の
諸
課
題
に
対
処
す
る
能
力
を
欠
い

て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
運
動
も
、
自
粛
の
中
で
十
分
な
取
組
み

が
で
き
な
い
状
況
で
推
移
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
を
乗
り
越

え
、
未
来
を
開
く
新
し
い
政
治
、
京
都
府
知
事
選
、
参
議
院
躍

進
勝
利
で
国
家
に
よ
る
犯
罪

「治
安
維
持
法
犠
牲
者
へ
の
謝
罪

と
人
権
回
復
及
び
補
償
」
実
現
に
向
け
た
運
動
の
推
進
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

衆
議
院
選
挙
で
は
市
民
と
野
党
の
共
闘
、
共
産
党
、
立
憲
民

主
党
、
社
民
党
、
れ
い
わ
新
選
組
の
政
策
協
定
、
政
権
を
目
指

す
新
た
な
野
党
共
闘
で
戦
わ
れ
ま
し
た
が
、
国
会
の
議
席
で
は

自
民
党
を
減
ら
し
た
も
の
の
、
補
完
勢
力
の
議
席
増
で
厳
し
い

事
態
が
生
じ
て
い
ま
す
。
政
治
の
弁
証
法
と
し
て
権
力
も
必
死

「
理
Ｉ
Ｉ

―

贈F婆
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の
策
動
を
行
い
政
権
維
持
に
必
死
の
取

組
み
が
行
わ
れ
た
結
果
で
し
た
が
、
新

た
な
政
治
情
勢
を
作
り
出
し
た
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。
京
都
の
政
治
情
勢
は
自

民
党
の
６
議
席
か
ら
３
議
席
へ
と
半
減

さ
せ
た
の
は
、
誠
実
に
野
党
共
闘
を
支

え
た
共
産
党
の
奮
闘
に
あ
つ
た
と
思
い

ま
す
。

自
民
党
を
議
一種
後
恐
ぎ
せ
た
が
、
右

翼
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
で
開
一塞
感
の
あ
る
中

間
層
の
組
織
化
に
成
功
し
た
自
民
党
補

完
勢
力
維
新
の
議
席
増
万
知
用
し
て
、

改
憲
勢
力
は
早
期
に
憲
法
改
正
い
ざ
狙
っ

て
い
ま
す
。

改
憲
に
前
の
め
り
の
白
民
惑暴
が

「憲

法
改
正
推
進
本
部
」
を
改
称
し
て
発
足

さ
せ
た

「憲
法
改
正
実
現
本
部
」
の
役

曰目全体
制
が
お
日
ま
で
に
分
か
り
ま
し
た
の

改
害
若
量
団
体

・
日
本
〈
華
Ｖ
Ｌ́
心
同

体
の
日
本
会
議
国
会
議
ロロ
懇
談
会

（日

本
会
議
産

の
中
枢
メ
ン
バ
ー
が
顔

を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

本
部
長
に
就
任
し
た
古
屋
圭
司
菫
調

会
長
代
行
は
、
日
本
会
議
議
連
の
会
長
、

事
務
Ｓ^
長
に
就
い
た
新
藤
義
孝
一西
総
務

相
は
議
事
興
ぢ長
で
ｔ

最
口同麗
間
に

就
い
た
安
倍
昔
三
二
首
相
と
麻
生
太
郎

副
総
裁
は
議
連
の
特
別
顧
間
を
、
実
現

本
部
顧
間
に
就
任
し
た
衛
藤
晟
一
元
沖

縄

・
北
方
担
当
相
は
議
連
幹
事
長
を
務

め
て
い
ま
す
。

安
倍
、
麻
生
両
氏
と
と
も
Ｆ瞥
駆
ｐ同顧

間
に
就
い
た
高
村
正
彦
元
副
総
裁
は
、

公
明
党
の
北
側
一
雄
氏
と
の
大
い
パ
イ

プ
役
と
し
て
知
ら
れ
、
集
団
的
自
衛
権

行
使
容
認
の

「閣
議
決
定
」
や
安
保
法

制
――
戦
争
法
を
稚
進
し
、
９
条
破
壊
を

推
し
進
め
て
き
た
人
物
で
す
。

岸
田
政
権
に
よ
る
改
憲
を
阻
む
た
た

か
い
は
害
撲
漏
行
７５
年
の
今
年
、
大
き

な
焦
点
で
す
。
草
の
根
の
運
動
で
岸
田

政
権
を
包
囲
し
、
政
権
交
代
を
国
民
多

数
の
声
に
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

４
月
の
知
事
準
李
、
７
月
の
参
院
選

は
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
を
発
展
さ
せ
、

政
権
交
代
の
足
が
か
り
を
つ
く
る
た
た

か
い
で
あ
り
、
私
た
ち

「治
安
維
持
法

犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
」
の
役
割

は
よ
り
重
要
に
な
つ
て
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
問
題
で

も
岸
田
内
閣
の
政
治
は
国
の
基
本
的
な

予
算
規
模
を
一変
上

般
会
計
の
総
額
は

１
０
７
兆
５
９
６
４
億
円
と
、
当
初
予

一昇
と
し
て
過
去
最
大
を
更
新
し
ま
し
た
。

社
〈
声
俗
曝
費
と
し
て
３６
兆
２
７
３
５

億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
社
会
保
障
費

の
自
然
増
は
４
４
０
０
億
円
と
し
ま
し

た
。
概
算
要
求
時
の
６
６
０
０
億
円
増

か
ら
２
２
０
０
億
円
の
圧
縮
で
す
。
診

療
報
酬
改
定
で
薬
価
を
引
き
下
げ
た
ほ

か
、
後̈
型
品
齢
者
医
療
の
窓
口
負
担
を

年
収
２
０
０
万
円
以
上
の
人
を
対
象
に

現
行
の
１
割
か
ら
２
割
に
増
や
す
制
度

改
悪
な
ど
で
削
減
し
ま
し
た
。

軍
事
費
は
５
兆
３
６
８
７
億
円
と
過

去
最
大
に
な
り
ま
し
た
。
当
初
予
算
で

５
兆
円
を
超
え
る
の
は
８
年
連
続
で
過

去
最
大
を
更
新
し
ま
し
た
。
軍
事
費
は

２
１
■
反
補
正
予
算
と
の
合
計
で
６
兆

１
７
４
４
億
円
と
な
り
、
国
内
総
生
産

（Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
比
で
１
・
１
％
を
超
え
ま

し
た
。

世
界
の
ノ
ー
ベ
ル
一貫
μ́こ
員
著
ら
５０
人

以
上
が
昨
年
１２
．月
に
連
名
で
発
表
し
た

公
開
書
簡
で

「全
て
の
国
で
軍
事
費
を

２
％
削
減
す
る
。
地
球
規
模
の
緊
急
事

態
と
た
た
か
う
た
め
に
、
５
年
間
で
１

兆
ド
ル
を
″即
約
す
る
」
。
が
注
目
を
集

め
ま
し
た
。
膨
大
な
資
源
を
浪
費
し
て

い
る
軍
拡
の
悪
循
環
を
感星
口し
、
人
類

共
通
の
問
題
解
決
の
た
め
に
配
分
す
る

と
い
う
提
案
で
す
。
各
国
の
政
治
が
真

剣
に
受
け
止
め
る
べ
き
積
極
的
な
内
容

で
す
。

岸
田
政
権
は
、
今
年
３
月
の
核
兵
器

林
Ｔ
止条
約
の
第
１
回
締
約
国
会
議
へ
の

参
加
も
否
定
的
で
す
。
唯

一
の
戦
争
被

爆
国
と
し
て
の
日
本
の
責
任
が
厳
し
く

問
わ
れ
る
事
態
で
す
っ

私
た
ち
国
賠
同
盟
は
、
自
民
党
と
補

完
勢
力
に
よ
る
改
生墨

辱̈
手

る
国
づ

く
り
、
大
企
業
と
官
公
農
［
へ
の
手
厚
い

保
護
、
歴
史
の
復
古
を
許
し
ま
せ
ん
。

民
主
主
義
の
原
点
と
も
い
う
べ
き

「治

安
維
持
法
犠
牲
者
へ
の
謝
罪
＞
皐
佃
慣
」

を
す
る
国
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
市
民

と
野
党
の
共
闘
で
政
治
転
換
を
さ
せ
る

戦
い
・こ
剛
進
さ
せ
る
年
と
す
る
よ
う
共

に
奮
闘
し
ま
し
よ
■ヽ
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「治
安
維
持
法
犠

牲
者
を
語
る
会
」

を
開
き
ま

し
た

京
丹
後
支
部

支
部
長
　
松
村

満
行

昨
年
の
支
部
活
動
は
コ
ロ
ナ
対
応
な

ど
で
、
を釘
勁
が
緩
や
か
と
な
り
四
苦
八

苦
し
ま
し
た
が
、
年
末
に
向
け
て

「治

安
維
持
法
犠
牲
者
を
語
る
（ご

を
開
き

ま
し
た
。

昨
年
Ｈ
月
１８
日
、

「安
達
征
一
さ
ん

か
）〓
ｍス
Ｘ
ご

田
幽
篠
！

２
０
０
９
年
の
支
部
結
成
以
来
運
動

方
針
に
掲
げ
つ
づ
け
な
が
ら
、
全
く
開

け
ず
推
移
し
て
い
ま
し
た
（　
″資
料
収

″集
が
で
キ
げな
い
″
が
開
一催
で
き
な
か
っ

た
理
由
で
し
た
が
、
支
部
で
集
め
た
わ

ず
か
な
足
跡
資
料
を
報
告
し
、
語
スス
云

を
開
く
こ
と
に
し
ま
し
た
．

安
」革
さ
ん
の
略
歴
は
、
１
９
０
４
年

に
久
美
浜
町
栃
谷
で
長
男
と
し
て
生
誕
、

１
９
２
６
年
京
都
師
範
一
部
卒
業
、
１

９
２
７
年
か
ら
舞
鶴
吉
百
気
写
す校

・
京

需

鷹

坐

茨

京
奎
墨

町
摯

校
に
転
任
し
、
こ
の
間
、

『資
本
込四

、

コ
ェ想
よ
り
科
学
へ
の
社
△
不
王
義
の
発

展
』
、

『貧
乏
物
一
巴
と
い
つ
た
著
書

に
目
を
通
し
、
学
校
教
育
に
不
満
を
感

じ
て
い
ま
し
た
の

１
９
３
０
年
９
月
、
人
見
昔

，夫
」ん
が

京
都
市
大
鳳
・↑
一子
校
に
赴
任
し
、
２
人

が
中
心
に
な
っ
て

「新
興
教
ム見
京
都
支

局
」
を
結
成
し
、
同
時
に

「教
労
京
都

蟹

翁

一
警

川套

警

労
働
部
）
結
成
の
準
備
を
し
て
い
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

『新
興
教
育
』

（新
興
教
育
研
究
所
機
関
紙
）
の
拡
大
、

配
達
集
金
の
組
織
化
一
月
１
回
の
読
者

会
を
開
き
指
導
し
て
い
ま
し
た
。

テ
キ
ス
ト
は
、
青
年
コ
ミ
ン
テ
ル
ン

編

記
斧
著
政
治
教
爆
弟
一部
』
、
レ
ー

ニ
ン
『帝
国
主
〉妻
一聖

な
ど
で
、
ソ
ビ

エ
ト
友
の
△
至
京
都
支
部
に
も
参
加
し
て

い
ま
し
た
。

１
９
３
１
年
８
月
田
日
、
治
安
維
持

迭
遅
反
容
疑
で
検
李

征

一
２７
と

、

６
月
２３
日
に
依
願
退
職
の
形
で
職
を
奪

わ
れ
ま
す
。

（こ
の
時
点
で
は
教
労
支

部
は
特
高
に
発
見
さ
れ
て
い
な
い
）

１
９
３
２
年
１０
月
、
谷
日
善
太
郎
著

書

『銘
留
・、人
口唱
』

（中
央
公
論
社
）
、

肩
“の
な
い
村
』

（改
造
班社
）
発
行
で
、

作
者

。
須
弁
二
　
（ペ
ン
ネ
ー
ム
）
の

本
名
を
大
田
典
礼
の
切栄
刀
で
、
安
達
征

一
が
肩
代
わ
り
し
て
発
行
を
助
け
た
と

一〓甲
わ
れ
て
お
り
、
谷
量
口さ
ん
が
成
舗
甲さ

れ
て
い
ま
す
。

１
９
４
１
　
　
　
　
　
　
務
一ミ

政
継
峨
一甚
咲

満
州
国
願
都
仲会
に
、
１
９

４
５
年
力
遅
本

１
９
４
７
年
社
△
至
兄
か

ら
衆
院
議
員
選
挙
で
当
選
し
た
太
田
典

礼
の
国
会
珈掌
一■

１
９
４
４
年

（平
成
６
年
）
９０
才
で

死
去
、
安
達
征
一
さ
ん
の
位
牌
は
東
京

世
田
谷
区
の
常
在
寺
に
安
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

（弟
、
三
季
生
さ
ん
よ
り
）
。

は
じ
め
て
の

「語
ス叉
ご

で
集
ま
っ

た
の
は
９
人
で
し
た
が
、
安
達
さ
ん
の

実
家
の
状
況
や
征
一
さ
ん
の
弟
が
法
政

大
学
の
法
学
部
長
を
さ
れ
多
く
の
著
垂
ロ

を
だ
さ
れ
て
い
る
こ
Ｌ
な
ど
が
わ
か
り
、

引
き
続
き
調
査
を
進
め
よ
う
と
の
音
宙
心

統
一
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
１２
月
４
日
、

「和
田
喜
太
郎
さ

ん
か
圭
明
Ｘ
ご
　
（２
回
百
）
ち
晶
囲
惟
！

一
昨
年
Ｈ
月
に
初
め
て
開
催
し
て
か

ら
約
１
年
が
経
過
し
、　
一
部
補
正
し
た

資
料
を
つ
く
り
開
催
し
ま
し
た
。
和
田

さ
ん
は
１
９
４
１
年
１２
月
慶
応
大
学
文

学
部
を
率
業
し
、
１
９
４
２
年
１
月
中

央
公
論
社

編
集
部
）
入
社
。
１
９
４

３
年
９
月
に
治
安
維
持
法
違
反
容
疑
で

神
奈
川
特
高
に
逮
捕

（入
社
か
ら
１
年

８
カ
八

横
浜
事
件
開
始
か
ら
１
年
後
、

２７
才
）
。
１
９
４
４
年
召
集
、
年
」側

同
８
月
２‐
日
横
浜
地
裁
で
２
年
の
有
罪

判
決
織
供
富蔵
ネ
は
一来
軍
く
判
８

。

１
９
４
５
年
２
月
７
日
獄
死
２９
才
。

妹
。
気
賀
す
み
子
さ
ん
手
記
に
よ
る

と
、
遺
体
引
取
り
時
の
様
子
は
、
痩
せ

て
栄
養
失
調
・
凍
死
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
軍
隊
へ
の
召
集
で
投
獄
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
村
中
に
知
れ
渡
り
、
非
国
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民

。
国
賊
と
言
わ
れ
、
家
に
投
石
も

さ
れ
、
あ
わ
せ
て
、
す
み
子
さ
ん
が

母
の
世
話
と
食
糧
調
達
で
、
月
１
～

２
回
実
家
の
峰
山
町
荒
山
に
帰
っ
て

い
た
こ
と
を
、

「峯
山
航
空
隊
の
写

真
を
撮

っ
て
い
た
」

「郵
便
物
を
投

函
し
て
い
た
」
な
ど
と

「ス
パ
イ
だ
」

と
事
実
無
根
の
デ

マ
を
流
さ
れ
、
村

８
分
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
と
記
し

て
い
ま
す
。

横
浜
事
件
は
、
４
次
に
わ
た
る
再

審
請
求
闘
争
の
上
で
、
元
被
告
５
人

の
遺
族
が
起
こ
し
た

「刑
事
補
償
請

求
」
に
対
し
横
浜
地
裁
は
、
特
高
に

よ
っ
て
思
い
込
み
や
暴
力
的
捜
査
か

ら
は
じ
ま
り
、
司
法
関
係
者
に
よ
る

追
認
に
よ
る
も
の
と
指
摘
し

「警
察
、

検
察
、
裁
判
所
の
故
意
、
過
失
は
重

大
」
と
結
論
ず
け
、
請
求
の
限
度
額

い
っ
ば
い
の
補
償
額
４
７
０
０
万
円

を
決
定
し
、

「無
罪
」
を
明
示
し
ま

し
た
。

こ
の
裁
判
は
大
き
な
成
果
で
あ
っ

た
が
、
５
人
の
遺
族
以
外
は
対
象
で

な
く
、
ま
た
、
根
本
的
に
は
治
安
維

持
法
が
悪
法
で
あ

っ
た
こ
と
や
遺
族

へ
の
謝
罪
も
賠
償
に
も
触
れ
ず
、
大

き
な
弱
点
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
語
り
合
い
、
国

賠
同
盟
の
署
名
運
動
を
不
屈
に
取
組

む
こ
と
の
重
要
性
な
ど
を
確
認
し
ま

し
た
。

支
部
総
会
に
向
け
て
、

会
員
と
署
名
の
前
進
を
！

今
年
は
、
昨
年
開
け
な
か
っ
た
第

一
ｏ
回
全
国
大
会
が
６
月
２
～
‐３
．日
に

開
催
さ
れ
ま
す
し
、
京
丹
後
支
部
総

会
も
２
年
間

「書
面
議
決
総
会
」
だ
っ

た
の
で
、
６
月
に
開
催
す
る
予
定
に

し
て
お
り
ま
す
。

全
国
大
会

・
支
部
総
会
に
向
け
て

前
進
で
き
る
よ
う
に
と
思

っ
て
い
ま

す
。
請
願
署
名
に
つ
い
て
は
、
昨
年

末
到
達
は
６
０
０
筆
で
遅
れ
て
い
ま

す
が
、
有
権
者
比
４
・
４
％
の
２
０

０
０
筆
は
４
月
末
を
期
限
に
や
り
抜

く
決
意
を
固
め
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
新
年
早
々
か
ら
の
活
動
と

し
て
、

「２
０
２
２
年
新
年
の
つ
ど

い
」
を
１
月
い
∞
日
に
設
定
し
、
京
都

府
本
部
の
原
田
完
会
長
を
迎
え
て
、

同
盟
活
動
を
京
都
知
事
選

。
参
院
選

勝
利

へ
貢
献
で
き
る
活
動
と
運
動
し

て
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

訃

報

三
双

順

子
顧
間
が
死
去

三
双
順
子
さ
ん

（
８５
歳
）

が
１
月
１０
日
死
去
さ
れ
ま
し

た
。
治
安
維
持
法
国
賠
同
盟

京
都
府
本
部

の
副
会
長
、
顧

間
と
し
て
活
動
さ
れ
ま
し
た
。

京
都
市
議

（
３
期
）
京
都
府

議

（
３
期
）
で
も
活
躍
さ
れ

ま
し
た
。

今
春
上
映
開
始

ヘ

準
備
進
む
！

戦
前
、
治
安
維
持
法
違
反

容
疑
で
逮
捕
さ
れ
、

２４
歳
で

病
死
し
た
社
会
運
動
家
、
伊

藤
千
代
子

（
１
９
０
５
～
２９

年
）
の
生
涯
を
描

い
た
映
画

「わ
が
青
春

つ
き
る
と
も
―

伊
藤
千
代
子
の
生
涯
―
」
が

今
春
公
開
さ
れ
ま
す
Ｄ
昨
年

１２
月
１
日
撮
影
が
終
了
。

京
都
で
も
上
映

へ
の
準
備

が
進
ん
で
い
ま
す
。

○
撮
影
終
了
記
者
会
見
＆
運

動

・
エ
キ
ス
ト
ラ
交
流
会

２２
年

１
月

１８
日

（火
）
午

後
１
時
半
全
国
オ
ン
ラ
イ
ン

・

全
労
連
会
館
ホ
ー
ル

○
完
成
披
露
有
料
試
写
会

日
時
２２
年
４
月
２
日

（土
）

会
場
銀
座
ブ

ロ
ッ
サ
ム
中
央

会
館
ホ
ー
ル


